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教科 工業 科目 電気基礎 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 精選電気基礎 新訂版 （実教出版） 

副教材等 プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

この科目の目標は「電気に関する基礎的な知識と技術を習得し、実際に活用する揚力と態度を身

に着けること」である。そのためには、いろいろな電気現象がどのようにして起こるか理解すると

ともに、それらの電気現象を量的に取り扱う方法を学ぶ必要がある。また単なる計算ではなく、現

象をイメージすることを重視したいと考えています。 

この科目で学んだ内容を実験・実習を通して確かめ、確実に身につけ、電気技術者として必要な

基礎を固めて、資格試験にも挑戦し自己啓発をしてほしいと考えています。また、同じ教室で学ぶ

同級生達と教え合うことを奨励し、たくさんコミュニケ‐ションをとってほしいと考えています。 

 

２ 学習の到達目標 

１．電気に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

２．習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 

 

電気の諸現象に関心

をもち，学習に意欲的

に取り組み，学習態度

が真剣である。 

いろいろな電気現象

がなぜ起こるかを自ら

学び，自ら考えること

ができる。また，基礎

的・基本的な知識をも

とに電気現象を数学的

に考察し，表現するこ

とができる。 

電気に関する諸量

を測定するための基

本的な技能をもって

いる。また，実験で得

られた測定値をグラ

フに表し，そのグラフ

から変数の関係を数

式で表すことができ

る。 

電気的諸量の相互

関係を理解し，それら

を式の変形や計算に

より求めることがで

きる。 

評
価
方
法 

観察 

発問・発表 

授業態度 

ノート記述 

観察 

発問・発表 

授業態度 

ノート記述 

確認テスト 

定期テスト 

確認テスト 

定期テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

論
理
回
路 

数の表現 

２進数の演算 

論理回路・論理式 

○ ○  ○ a:進数,論理回路  オームの法

則，抵抗の接続とその合成抵抗，

キルヒホッフの法則，抵抗の性

質，電力と電力量に関心をもち，

学習に意欲的に取り組み，学習

態度が真剣である。 

b: 論理回路における入力出力

を考察できる。抵抗を直列接続

したときと並列接続したときで

は，電流の流れやすさが異なる

ことを推論できる。直流回路の

各計算を的確に行い，その過程

を表現することができる。 

c: オームの法則の確認を参考

にして，V，I，Rの量的関係を求

める技能を習得している。 

また、抵抗と温度の関係のグラ

フから，抵抗と温度の関係を数

式で表す技能を習得している。 

d: 論理回路・進数を理解でき

る。オームの法則を理解し，V，

I，R のうち未知量を計算や抵抗

の接続による合成抵抗の求め方

を理解できる。キルヒホッフの

法則、ジュールの法則を理解し，

未知量を求めることができる。 

観察 

発問・発表 

授業態度 

ノート記述 

定期テスト 

 

直
流
回
路 

電気回路の電流と電圧 ○ ○ ○ ○ 

電気回路の計算 ○ ○  ○ 

抵抗の計算 ○   ○ 

２
学
期 

直
流
回
路 

消費電力と発生熱量 ○ ○ ○ ○ a:ジュールの法則，ファラデー

の法則、クーロンの法則、磁束

などの磁界について関心をも

ち，学習に意欲的に取り組み，

学習態度が前向きである。 

b: 電力の定義から、電気量を推

論できる。また、電流と熱の関

係性、電気分解、磁束密度など

を思考し、語句や図で表現する

ことができる。 

c: 図を参考に、電気分解・磁力

線の量的関係を求める技能を習

得している。 

d: 電力量・発生熱量・精錬析出

量・磁界の大きさ・磁束密度求

め方を理解できる。 

観察 

発問・発表 

授業態度 

ノート記述 

定期テスト 

 

電流の化学作用と電池 ○ ○ ○ ○ 

２
学
期 

電
流
と
磁
気 

磁石とクーロンの法則 ○ ○ ○ ○ 

３
学
期 

電
流
と
磁
気 

電流による磁界 ○ ○ ○ ○ a:アンペアの右ねじの法則、磁

気回路などに関心をもち，学習

に意欲的に取り組み，学習態度

が前向きである。 

b: 磁気回路と電流回路の関係

性から、磁気回路の計算を推論

できる。また、アンペアの右ね

じの法則から磁界の向き、電流

の向きを判断できる。 

c: 右手親指の法則で、電磁石か

ら磁束の向きを求める技能を習

得している。 

d: 周回路の法則・電気回路の求

め方を理解できる。 

観察 

発問・発表 

授業態度 

ノート記述 

定期テスト 

※ 表中の観点について  a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 


